
■２０１９年１月１日発行　第107号　■発行　日立市防災協会　事務局
日立市神峰町２−４−１（日立市消防本部内）
ＴＥＬ ２２−０７２７　ＦＡＸ ２２−０７２７

平
成
三
十
一
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
、
会
員
の
皆
様
並
び
に
消
防
・
防
災
関
係

者
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

当
協
会
の
事
業
運
営
に
際
し
ま
し
て
、
格

別
の
御
高
配
と
御
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

当
協
会
も
関
係
各
位
の
御
指
導
と
御
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
防
災
意
識
の
普
及

啓
発
を
目
的
と
し
た
各
種
事
業
を
通
し
ま
し

て
、「
安
全
で
安
心
し
て
暮
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
近
年
は
毎
年
の
よ
う
に
自
然
災
害

が
日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

お
り
ま
す
。
幸
い
に
も
日
立
市
で
は
、
東
日

本
大
震
災
以
降
大
き
な
災
害
は
発
生
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
房
総
沖
や
首
都
直
下
型
地
震

の
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
年
も
創

意
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
防
災
意
識
普
及
啓
発

の
一
環
を
担
い
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
所

存
で
す
。

結
び
に
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
、
並
び

に
日
立
市
の
平
静
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ

日
立
市
防
災
協
会

 

会
長
　
長
山
　
洋
三

年
新

賀
謹
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平
成
三
十
一
年
の
年
頭
に
当
た
り
、

日
立
市
防
災
協
会
の
皆
様
に
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
の
常
日
頃
か
ら
の
消

防
行
政
へ
の
お
力
添
え
に
対
し
ま
し

て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

消
防
本
部
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
平

成
三
十
年
も
大
過
な
く
新
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
は
大
阪
北
部
地
震
や

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
を
初
め
、
台

風
に
よ
る
風
水
害
な
ど
自
然
災
害
が

多
発
し
、
全
国
各
地
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

日
立
市
消
防
本
部
に
お
き
ま
し
て

は
、
ひ
と
度
災
害
が
発
生
し
た
際
に

も
最
小
限
の
被
害
に
抑
え
ら
れ
る
よ

う
、
常
に
最
大
限
の
危
機
感
を
持
ち

災
害
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
南
部
地
区
消
防
庁
舎
整

備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
平
成

三
十
二
年
度
の
運
用
開
始
を
目
指
し

て
佳
境
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
、
更

な
る
消
防
力
の
向
上
を
目
指
し
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
べ

く
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
の
干
支
は 

亥 

で
す
。

【
新
年
の
抱
負
】

　

今
年
は
十
二
支
最
後
の
干
支
、
亥

年
で
あ
り
、
茨
城
国
体
が
昭
和
49
年

以
来
45
年
振
り
に
、
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
初
め
て
茨
城
県
で
開

催
さ
れ
ま
す
。「
猪
突
猛
進
」
の
心
意

気
で
茨
城
県
選
手
団
に
は
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
回
目
の
年
男
を
迎
え
、
人
生
の
節

目
と
な
る
還
暦
と
い
う
ま
た
違
っ
た

成
熟
と
な
る
特
別
な
年
で
も
あ
り
ま

す
。

気
持
ち
が
体
に
つ
い
て
行
か
な
い
、

物
忘
れ
、
疲
れ
が
抜
け
な
い
等
、
歳

を
重
ね
る
事
に
自
分
自
身
な
ん
だ
ろ

う
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

42
年
間
の
消
防
人
生
最
後
の
年
と
し

て
「
心
・
技
・
体
」
の
更
な
る
自
己

研
鑽
に
励
み
、
元
気
と
笑
顔
を
も
っ

て
、
定
年
退
職
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
迎

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
マ
イ
ブ
ー
ム
】

　

歳
と
共
に
体
力
の
衰
え
を
感
じ
る

一
方
、自
分
で
は
「
こ
れ
位
は
出
来
る
」

と
思
っ
て
い
て
も
、
思
う
よ
う
に
体

が
つ
い
て
行
か
な
い
の
が
現
実
で
あ

る
。

　

愛
犬
と
の
散
歩
で
は
、
歩
く
速
さ

が
ス
ロ
ー
で
あ
る
た
め
、
体
力
増
進

ま
で
は
望
め
な
い
。
そ
の
た
め
、
年

間
を
通
し
、
暑
さ
・
寒
さ
に
負
け
る

こ
と
な
く
自
分
自
身
、
楽
を
せ
ず

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
に
体
を
動
か

す
こ
と
を
亥
年
と
い
う
節
目
に
習
慣

づ
け
、「
健
康
第
一
」
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
新
年
の
抱
負
】

今
年
で
４
回
目
の
年
男
を
迎
え
、

会
社
生
活
も
熟
練
の
域
に
入
り
ま
す
。

本
年
か
ら
立
ち
上
が
る
職
場
で
は

危
険
物
管
理
も
行
う
こ
と
と
な
り
、

改
め
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

近
年
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
当

社
の
行
動
指
針
で
あ
る
「
法
を
守
り

正
道
を
歩
む
」
を
念
頭
に
、
危
険
物

を
は
じ
め
、
防
火
・
防
災
管
理
に
は

万
全
を
期
し
、
皆
が
安
心
し
て
働
く

こ
と
の
で
き
る
職
場
作
り
を
目
標
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、「
安
全
と
健
康
は
全
て
に
優

先
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
安
全

で
働
き
易
い
作
業
環
境
整
備
に
も
取

り
組
ん
で
行
く
所
存
で
す
。

『
元
気
に
出
勤
し
て
き
た
従
業
員
に
、

一
段
と
元
気
に
退
勤
し
て
も
ら
う
』

こ
れ
が
私
の
全
て
の
目
標
で
す
。

【
マ
イ
ブ
ー
ム
】

　

息
子
が
一
昨
年
か
ら
、
近
隣
の
野

球
少
年
団
に
入
団
し
ま
し
た
。
最
初

年
頭
の
あ
い
さ
つ

日立市消防本部
消防長　高信　均

亥
年
の
特
徴

　『
正
直
で
世
話
好
き
』

消防本部　日立消防署

宇野 嘉寿雄さん

昭和３４年生まれ

日立金属（株）茨城工場

緑川 恒夫さん

昭和４６年生まれ

愛犬とお散歩中

















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は
保
護
者
と
し
て
見
学
し
て
い
ま
し

た
が
、
私
も
経
験
者
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
現
在
は
指
導
者
と
し
て
一
緒

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
毎
週
土
、
日

曜
日
は
練
習
や
試
合
で
、
休
み
は
年

末
年
始
く
ら
い
で
す
が
、
私
も
老
い

た
身
体
に
鞭
打
っ
て
子
供
達
と
一
緒

に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
練

習
用
の
小
道
具
を
買
い
揃
え
、
子
供

た
ち
に
野
球
を
教
え
る
楽
し
さ
が
マ

イ
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
新
年
の
抱
負
】

昨
年
は
、
22
年
勤
務
し
た
水
戸
校

か
ら
日
立
校
に
異
動
が
あ
り
、
環
境

や
生
活
リ
ズ
ム
の
変
化
に
慣
れ
、
業

務
を
覚
え
る
毎
日
で
し
た
。

今
年
は
、
今
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
な
が
ら
、
業
務
内
容
の
幅
を
広
げ
、

職
場
の
即
戦
力
と
し
て
、
ま
た
、
安

全
な
ド
ラ
イ
バ
ー
育
成
の
為
に
猪
突

猛
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
マ
イ
ブ
ー
ム
】

10
年
程
前
か
ら
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
を

し
て
い
ま
す
。
山
道
を
無
心
で
走
っ

て
い
る
と
、
自
分
が
自
然
に
溶
け
込

ん
で
い
く
よ
う
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
ま
す
。

最
近
は
、
一
緒
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

し
て
い
る
妻
と
、
楽
し
そ
う
な
大
会

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
協
力
し
て
完
走

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
開
催
地
の
山

の
幸
や
お
酒
、
温
泉
も
楽
し
め
る
の

で
、
旅
行
も
兼
ね
て
今
後
も
日
本
各

地
の
山
々
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

【
新
年
の
抱
負
】

私
は
、
平
成
14
年
４
月
に
消
防
本

部
に
入
り
、
消
防
人
生
も
17
年
目
に

な
り
ま
す
。

救
急
隊
員
の
資
格
を
取
得
し
て
６

年
に
な
り
ま
す
。
救
急
隊
員
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
消
防
と
い
う
仕
事
は

市
民
の
方
々
と
密
に
接
す
る
こ
と
が

多
い
仕
事
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現

場
で
の
傷
病
者
や
市
民
の
方
々
に
対

し
て
安
心
感
だ
け
で
は
な
く
、
心
の

ケ
ア
も
し
て
い
け
る
よ
う
な
隊
員
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
人
に
私
自
身
を
知
っ

て
も
ら
い
、
ど
こ
か
で
会
っ
た
際
に

気
軽
に
話
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、

親
し
み
や
す
い
消
防
職
員
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
マ
イ
ブ
ー
ム
】

マ
イ
ブ
ー
ム
と
言
え
る
も
の
は
残

念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
が
、
唯
一
、

音
楽
を
聴
く
、
歌
う
こ
と
は
大
好
き

で
す
。
ス
ト
レ
ス
発
散
を
す
る
と
き

は
も
ち
ろ
ん
カ
ラ
オ
ケ
！
自
分
の
生

活
に
音
楽
が
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、
妻
、
娘
達
と

ラ
イ
ブ
を
見
に
行
っ
た
り
と
、
家
庭

で
も
音
楽
中
心
で
す
。

今
年
も
、
い
い
音
楽
を
聴
い
て
仕

事
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
新
年
の
抱
負
】

消
防
署
に
入
署
し
来
年
度
で
５
年

目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
私
は
、
消
防

車
を
運
転
す
る
た
め
に
中
型
車
の
運

転
免
許
の
習
得
中
で
す
。
来
年
度
か

駅
前
街
頭
広
報

茨城県自動車学校
日立校

田所 貴光さん

昭和４６年生まれ

消防本部 北部消防署

小野 慎也さん

昭和５８年生まれ

消防本部 日立消防署

菊地 悠雅さん

平成７年生まれ

２
０
１
８
･
11
･
11

第
３
回
日
光
マ
ウ
ン
テ
ン
ラ
ン

６
時
間
40
分
19
秒

救急車内の点検をする小野さん
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ら
は
、
消
防
車
の
機
関
員
と
し
て
も

隊
員
と
し
て
も
よ
り
一
層
責
任
感
を

も
っ
て
活
動
し
、
訓
練
、
研
修
等
に

去
年
以
上
に
参
加
し
て
さ
ら
な
る
技

術
向
上
に
励
み
市
民
の
方
々
に
信
頼

さ
れ
る
職
員
に
成
長
し
て
い
き
た
い

で
す
。
入
署
し
た
時
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
日
々
精
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
マ
イ
ブ
ー
ム
】

私
は
消
防
の
マ
ラ
ソ
ン
部
に
所
属

し
て
お
り
、
約
２
年
前
か
ら
マ
ラ
ソ

ン
を
趣
味
と
し
て
休
み
を
活
用
し
て

走
っ
て
い
ま
す
。
走
っ
て
い
る
と
き

辛
く
な
っ
て
き
ま
す
が
辛
け
れ
ば
辛

い
ほ
ど
余
計
な
こ
と
を
忘
れ
て
自
分

の
世
界
に
没
頭
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
更
に
短
い
時
間
で
達
成
感
も
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
と
て
も
楽

し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ケ
ガ
に
気

を
付
け
て
走
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

今
年
度
は
日
立
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
！

６
月
28
日
（
木
）
多
賀
市
民
会
館

を
会
場
に
、
危
険
物
に
携
わ
る
関
係

者
を
招
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
趣
旨
は
、
危
険
物
に

係
る
安
全
確
保
の
重
要
性
と
社
会
的

責
務
を
再
認
識
し
、
危
険
物
取
扱
者

等
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
自
主
保
安

体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

大
会
に
は
、
長
山
会
長
を
は
じ
め

11
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

日
立
市
の
受
賞
者
は
、
次
の
方
々

で
す
。（
敬
省
略
・
順
不
同
）

『
茨
城
県
知
事
表
彰
』

（
危
険
物
安
全
功
労
者
）

・
五
来 

忠
孝　
　

大
一
商
事
（
株
）

『
関
東
甲
信
越
地
区
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会
長
表
彰
』

（
協
会
発
展
と
災
害
防
止
功
労個

人
の
部
）

・
木
村 

秀
久　
　

日
立
礦
油
（
株
）

『
公
益
社
団
法
人
茨
城
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会
長
表
彰
』

（
安
全
功
労
　
個
人
の
部
）

・
野
田 

智
幸　
　

野
田
商
事
（
株
）

（
優
良
危
険
物
取
扱
者
）

・
佐
藤 

昌
幸

（
有
）
佐
藤
ガ
ス
工
業

（
元
消
防
長
）
志
賀　

宏
郎

来
年
度
は
古
河
市
開
催
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
日
立
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

７
月
12
日
（
木
）
ホ
テ
ル
テ
ラ
ス

ザ
ス
ク
エ
ア
日
立
を
会
場
に
、
県
北

ブ
ロ
ッ
ク
の
各
協
会
長
以
下
22
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
報
告
及
び
平
成
30
年
度
事
業
計
画

（
案
）・
予
算
（
案
）・
役
員
改
選
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
任
の
役
員
は
次
の
方
々
で
す
。

『
理
事
』

・
井
坂
公
俊
会
長
（
常
陸
太
田
市
）

・
高
信
均
消
防
長
（
日
立
市
）

・
宇
野
智
明
消
防
長
（
常
陸
太
田
市
）

・
青
山
眞
司
消
防
長
（
高
萩
市
）

・
滑
川
昇
消
防
長
（
北
茨
城
市
）

『
監
事
』

・
村
山
功
会
長
（
北
茨
城
市
）

受賞された皆様、おめでとうございました！

厳しい訓練に励む菊地さん
（向かって右）

茨
城
県
危
険
物
安
全
大
会

県
北
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
会
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７
月
18
日
（
水
）
日
立
市
民
会
館
に

お
い
て
、
茨
城
県
危
険
物
安
全
協
会

連
合
会
主
催
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
取
扱
所
対
象
で
３
６
７
名
（
う

ち
日
立
市
内
事
業
所
２
１
０
名
）
の

受
講
が
あ
り
、
給
油
取
扱
所
対
象
で

71
名
（
う
ち
日
立
市
内
事
業
所
36
名
）

の
受
講
が
あ
り
ま
し
た
。

９
月
14
日
（
金
）
消
防
本
部
３
階

講
堂
に
お
い
て
、
市
内
小
中
学
校
か

ら
応
募
の
あ
っ
た
４
６
６
作
品
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

小
中
学
生
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品

の
審
査
結
果
は
ど
れ
も
僅
差
で
、
審

査
員
を
非
常
に
悩
ま
せ
ま
し
た
。

各
部
門
か
ら
選
出
し
た
12
の
入
賞

作
品
は
、
茨
城
県
幼
少
年
婦
人
防
火

委
員
会
が
主
催
す
る
「
第
36
回
火
災

予
防
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
推

薦
し
ま
し
た
。

金
賞　

滑
川
小
３
年　

田
仲　

理
子

銀
賞　

油
縄
子
小
３
年　

飯
山　

陽
翔

銅
賞　

助
川
小
３
年　

鈴
木　

隼
人

佳
作　

大
沼
小
１
年　

髙
星　

虹
羽

【審査員】長山会長、谷口・松本各副会長、八幡部会長、
川井消防団長、橋本女防会長、高信消防長、
大津消防次長兼予防課長

小
学
校
　
低
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

力作揃いで審査員を悩ませました

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会一般取扱所の部給油取扱所の部

火
災
予
防ポ

ス
タ
ー
審
査
会
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金
賞　

大
沼
小
６
年　

池
田　

朋
寛

銀
賞　

中
小
路
小
４
年　

赤
津　

結
夏

銅
賞　

油
縄
子
小
５
年　

大
津　

悠
叶

佳
作　

櫛
形
小
６
年　

鬼
澤　

さ
く
ら

金
賞　

十
王
中
３
年　

芦
澤　

萌
衣

銀
賞　

十
王
中
２
年　

豊
田　

莉
央

銅
賞　

十
王
中
３
年　

阿
久
津　

和
馬

佳
作　

十
王
中
１
年　

大
内　

聡
真

９
月
22
日
（
土
）
日
立
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
新
都
市
広
場
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
久
慈
中
学
校
の
生
徒
さ

ん
に
一
日
消
防
署
長
と
し
て
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
立
市
防
災
協
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、

（
株
）
太
陽
防
設
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
防
災
物
品
の
展
示
と
、
防
災

啓
発
品
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

中
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

市
民
生
活
安
全

　
　フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市
民
生
活
安
全

　
　フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

20182018

鈴木日立消防署長から１日消防署長の
委嘱状とタスキが贈られました

長山会長・梶山副市長と記念撮影

日立市防災協会の出展ブース水消火器の取り扱い体験

小
学
校
　
高
学
年
の
部
（
敬
称
略
）
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10
月
26
日
（
金
）
消
防
本
部
講
堂

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

茨
城
県
防
災
士
会
、
県
北
エ
リ
ア
長

の
小
川
欽
也
さ
ん
・
県
央
副
エ
リ
ア

長
の
渡
辺
平
さ
ん
か
ら
「
小
規
模
事

業
者
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の

演
題
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
事
業

者
と
し
て
の
防
災
対
策
に
関
す
る
知

識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

　

11
月
９
日
（
金
）
か
ら
始
ま
る
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
に
あ
わ
せ
て
、

初
日
の
９
日
朝
、
Ｊ
Ｒ
常
陸
多
賀

駅
前
で
多
く
の
通
勤
・
通
学
客
に
広

報
用
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
綿

棒
の
セ
ッ
ト
２
，
２
０
０
組
を
配
布

し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り

の
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

11
月
29
日
（
木
）
多
賀
・
臨
港
各

消
防
署
と
消
防
本
部
予
防
課
か
ら
推

薦
さ
れ
た
４
事
業
所
を
対
象
に
、
大

み
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
員
、
予
防
課
員
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
、
各
事
業
所
の
施
設
・
設
備

の
維
持
管
理
状
況
等
の
審
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

◎
協
力
事
業
所
名
（
順
不
同
）

◆
茨
城
ト
ヨ
タ
自
動
車（
株
）日
立
店

◆（
株
）秋
山
工
務
店

◆
レ
ス
ト
ラ
ン
清
海

◆（
株
）マ
ル
シ
ン
石
油
店

駅
前
街
頭
広
報

救急活動のシミュレーション

防

災

研

修

会
NPO法人茨城県防災士会
県北エリア長　  小川欽也 様(左)
県央副エリア長 渡辺平 様(右)

多くの皆様にご聴講いただきました

河原子旅館組合女性防火クラブ
会長　永井敏子様

野田商事(株)　山本 大 様

参加者の皆様

(株)宮内石油　宮内恵子 様東京ガス(株)日立支社 折坂友則 様

美
化
・
安
全
審
査
会(株)秋山工務店様にて

茨城トヨタ自動車（株）
日立店様にて
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厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
全
て
の

事
業
所
様
が
満
点
で
優
良
と
い
う
素

晴
ら
し
い
結
果
で
し
た
。

４
事
業
所
様
並
び
に
審
査
員
の
皆

様
、
お
忙
し
い
中
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
日
時

平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

◇
場
所

日
立
市
平
和
通
り

◇
内
容

・
式
典
、
パ
レ
ー
ド

・
助
川
ば
や
し
、
市
民
み
こ
し

・
木
遣
り
歌
、
ま
と
い
振
り
、

　

は
し
ご
乗
り

・
和
太
鼓
演
奏

  （
い
し
ま
ち
認
定
こ
ど
も
園
）

・
鼓
笛
隊
ド
リ
ル

　
（
認
定
こ
ど
も
園
お
ぎ
つ
幼
稚
園
）

・
特
別
救
助
隊
訓
練
公
開

◇
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部 

総
務
課

電
話
０
２
９
４
-24
-０
１
１
９

◇
日
時　

平
成
31
年
２
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　

17
時
開
場
・
18
時
開
演

◇
場
所　

多
賀
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
講
師　

舞
の
海
秀
平
さ
ん

◇
演
題　
「
可
能
性
へ
の
挑
戦
」

◇
入
場
料
無
料
（
要
入
場
整
理
券
）

※
入
場
整
理
券
の
配
布
に
つ
い
て
は
、

後
日
、
会
員
事
業
所
様
優
先
に
て

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

●
日
立
市
開
催

開
催
日
＝
平
成
31
年
２
月
６
日
（
水
）

会
場
＝
日
立
市
民
会
館

種
別
＝
一
般
・
給
油

【
郵
送
受
付
】

平
成
31
年
１
月
11
日
（
金
）
か
ら

平
成
31
年
１
月
25
日
（
金
）
ま
で

※
受
付
は
郵
送
の
み

○
消
防
設
備
士
試
験

●
後
期

試
験
日
＝
平
成
31
年
２
月
17
日
（
日
）

会
場
＝
水
戸
市 

茨
城
大
学

願
書
受
付
期
間

〇
電
子
申
請

平
成
30
年
12
月
３
日
（
月
）
か
ら

平
成
30
年
12
月
14
日
（
金
）
ま
で

【
受
付
終
了
し
ま
し
た
】

〇
書
面
申
請

平
成
30
年
12
月
６
日
（
木
）
か
ら

平
成
30
年
12
月
17
日
（
月
）
ま
で

【
受
付
終
了
し
ま
し
た
】

【
問
い
合
わ
せ
先
】

〇
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

茨
城
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

電
話
０
２
９-

３
０
１-

７
８
７
８

〇
消
防
設
備
士
試
験

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

茨
城
県
支
部

電
話
０
２
９-

３
０
１-

１
１
５
０

退
会
に
つ
い
て

・
山
縣
商
店 

様

・（
有
）
楢
山
電
器
工
業 

様

長
い
間
、大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

※
当
協
会
で
は
、
随
時
入
会
員
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
声

掛
け
に
つ
き
ま
し
て
、
御
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
立
市
消
防
出
初
式

防
災
講
演
会

(株)マルシン石油店様にて

お 

知 

ら 

せ

平成30年の消防出初式


